１　全国地下水（深井戸）資料台帳「関東編下巻」の編集について

国土調査課

　本台帳の作成を企画するにあたり、深井戸資料の収集を如何なる方法で行うかと言うことが、部内でも種々論議された。結論として実際に鑿井を行った施工業者から直接収集するのが、困難ではあるが、最も多く、かつ、確実に収集出来るであろうと方針を定めた。

　このことについて日本鑿井協会の関係者と協議の結果、積極的な協力を得る確信が着いたので、加盟各者に年度当初から、当庁の職員が直接出向き資料の収集作業を行った。しかし現実の作業に際しては意外に資料の数も多く、かつ、業者によっては資料の整理が十分でないもの等があったので関係者は予想外の苦心をした。遠隔の地方では直接業者から資料を提出して頂いたものもあり、県庁の職員が直接前記と同様な方法で業者の資料を写し取る作業を行ったところもあった。

　当地方は全国的に見て、最も開発された地域なので地下水の開発利用も非常に高い度合を示している。日本鑿井協会加盟各社の中で当地方に関係ある業者を全部収集する心構えで、作業を進めたが、人的、時間的の制約もあり約半数の業者から、後記の要領に従い深井地質資料調査票を集めた。この中より深井戸の所有地、内容の不明確なもの等を除き、さらに戦前に鑿井された資料も割愛したのである。

　紙面の都合もあり編集に際して多数の深井戸の集中している区域については、地形地質を勘案して代表的な深井戸を選び、全般的に深井戸分布の大勢が判断出来る様考慮して、個々の深井地質資料を選択して掲載した。

　本台帳の企画当初より、終始御協力を賜っている農林省農地局計画部資源課山本荘毅技官に、本篇編成に際して当地方の地下水の分布に関する解説と５０万分の１附図の作成を担当して頂いた。解説文は上巻に掲載し、附図は上巻末に添附することにした。

なお、綴込の順序は東京都を区部と市郡部とに分け、それぞれを調査地域とし、国土行政区画総覧（自治省行政課）の編成順序に従い編集したのである。

　以上の様な編集方針を採用したので、掲載分は勿論、未掲載の約５００本の深井戸資料は国土調査課に保存されているので、掲載分と併せ利用されることを望んでいる。

　本台帳の基となる深井地質資料の解説を容易にするために、深井地質資料調査票記載要領を示すと下記のとおりである。

深井地質資料調査票記載要領

	項　　目
	記　載　要　領

	１．調　査　地　域
	県単位とする。

	２．ボーリングの位置
	深井の所在位置の正確を期す為に番地まで記入する。

	３．所有者又は管理者の氏名
	深井を維持管理する官公庁、法人、個人等の名称で、なるべく現在の者を記入する。

	４．ボーリング施行業者の氏名
	例、○○鑿泉ＫＫ　○○工業所

	５．ボーリング機械の名称
	

	６．地形
	深井所在地の自然地理学的位置を記入する。例えば冲積低地、洪積台地、扇状地、等

	７．基盤の地質
	深所帯水層の基底にあたる深成岩、墳出岩、変成岩等の不透水性岩類を示す。なお深井所在地における地表面から基盤までの深さの判るものは深度○○メートルと記入する。

	８．地盤高
	深井所在地の地表面海抜高度をメートルで記入する。

	９．ボーリングの目的
	地下水採取の利用目的に従って、鉄道給水、かんがい、上水道、工業用水等と具体的に記入する。水源調査用、試錐も記入する。

	１０．ボーリングの深度
	深井を実際に掘さくしたときの深さをメートルで記入する。（但し深度３０米未満のものを除く）

	１１．ストレーナー
	帯水層から地下水を採取するために使用する管側に多数の孔をあけた管をいい、上欄の「層」は、ストレーナーを挿入した個所数、下欄にはその長さの合計をメートルで記入する。

	１２．井径
	井側管の直径。全深同径の場合はそのままミリメートルで示し、異径深井の場合（作井の深さ、地質の良否によって２～４段は次第に径の小さい管を挿入する。）は管径と深さの明らかなものについて、これを記入する。

	１３．自然水位
	深井の地表面からの井内の地下水面までの深さを示し、－を附したもので、自噴井の場合は地表面上の水柱の高さを＋を附したもので示す。上欄は作井工事終了直後、下欄には最近における水位を記入する。

	１４．揚水水位
	ポンプによって地下水を汲みあげる場合揚水量と地下水補給量とが平衡するとき地下水位は一定となる。この時の水位を示すものであり、地表面からその地下水面までの深さを－を附したメートルで記入する。上欄は作井工事終了直後、深井の湧水能力を試験した当時の水位を記入し、下欄には現在汲み上げている水位を記入する。

	１５．揚水量
	上欄に作井工事終了直後、深井の湧水能力を試験した当時の水量を記入し、下欄には現在汲み上げている水量を記入する。これらの単位は毎日あたり立方メートルで示す。

	１６．自噴量
	深井の孔口から自噴する水量で、単位は毎日あたりの立方メートルで示し、上欄には作井工事終了当時のものを記入し、下欄には現在のものを記入する。
以上の１３、１４、１５、１６の各項の年月の欄はいずれも調査実施の期日を示す。

	１７．地形図名
	深井の位置する国土地理院発行の５万分の１地形図、ならびに２万５千分の１地形図のある場合にはそれらの名称を記入する。

	１８．ボーリング開始
	作井工事開始時の年月を記入する。

	１９．ボーリング完了
	作井工事終了時の年月を記入する。

	２０．記事
	本深井資料を用いて既往において調査した資料がある場合には、その文献名、発表年月日、機関名又は、著者名を記入する。

	２１．深度
	深井の地表面から各地層の下部の界までの深さをメートルで記入する。

	２２．層厚
	帯水層の位置と厚さを明示するために、帯水層に関係のある砂、砂礫、礫等の層について各地層の厚さを記入する。

	２３．化石
	動物化石と植物化石とに分け、埋蔵場所に従って、前者の場合には○印、後者の場合は×印で表現する。動物化石は貝化石、植物化石には埋木、泥炭腐植物、樹枝片等を包含している。

	２４．地質名称
	作井地質名称を記入する。例えば赤土、赤粘土、粘土まじり砂、砂まじり粘土、粘土まじり礫、砂まじり礫、小石まじり砂、砂質粘土、粘土、土丹、シルト等にて示す。
なお帯水層の層名には※印を附して他の層名と区別する。但し帯水層と思われるものでも資料不充分のため明らかでないものには※印を附さない。

	２５．ストレーナー位置
	ストレーナーを挿入した位置を、地表からの深さで示し、かつその長さを附記する。例えば７１．２ｍから７５．７ｍまでの間に４．５ｍの長さにストレーナーが挿入してあるときは、
　　７１．２～７５．７＝４．５と表示する。

	２６．備考
	既往において地下水の水温、又は水質調査を行なった資料があれば、少なくとも次の事項について記入する。

水温、濁度、硬度、蒸発残留物、ＰＨ、飲料の適否、クロール


